
□
十
字
軍
の
遠
征

十
字
軍
の
遠
征
で

拡
大
し
た
西
欧
社
会

人
口
増
加
な
ど
に
よ
る
西
欧
社
会
の
拡
大
を
背
景
と
し
た
十
字
軍
は
、

単
な
る
軍
事
遠
征
に
と
ど
ま
ら
ず
、

東
西
文
化
の
接
触
や
西
欧
社
会
の
変
革
を
促
す

き

っ
か
け
と
な
る
出
来
事
で
あ

っ
た
。

マンジケルトの戦 い   l o71年
シリアやアナトリアで支配地域を拡大して
いたセルジューク朝は、マンジケルトでビ
ザンツ軍を撃破。これに危機感を強めた
ビザンツ皇帝は、□―マ教皇に救援を求
めることとなる。

ティノー フル 占領 1204年
ノティウス3世が提唱した第4回

:金を提供したヴェネツィア商人
コンスタンティノープルを占領、

量設された。

第 1回 l o96～ 99年
セルジューク朝から聖地
エルサレムを奪回、エル
サレム王国を建国。
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第 4回 1202～ 04年
ウェネツィア商人に利用され、
ビザンツ帝国の首都コンス
タンティノープルを占領。
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セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
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1奪われてからは、アッコンにエルサレム l e
1王国の臨時首府が置かれていたが、最
1後の十字軍が失敗に終わると、マムル

―ク朝によって滅ぼされた。

第 5回 1228～ 29年

神聖□―マ皇帝フリード

リヒ2世が交渉によつて
平和裏に聖地を回復す

るが、長くは続かす。

|エ ルサレム占領   lo99年
1第 1回十字軍は聖地エルサレムを奪
1回してエルサレム王国を建てたほか、
|シリアなどにトリポリ伯国やアンティ

オキア伯国などの聖地国家を建設

した。

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
と
思
惑
が

か
ら
ん
だ
卜
字
軍
遠
征

「
世
紀
ご
ろ
の
西
欧
世
界
は
、
農
業
生
産
力

の
向
上
に
よ
り
人
口
が
増
加
し
、
そ
れ
に
と
も

な
い
商
業
も
発
達
し
は
じ
め
た
。
ま
た
、
さ
か

ん
に
聖
地
巡
礼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
東
方
の
聖
地

エ
ル
サ
レ
ム
は
イ
ス

ラ
ー
ム
教
の
聖
地
で
も
あ
り
、
当
時
は
セ
々
ン
ュ

ー
ク
朝

Ｆ

６０
参
照
）
が
支
配
し
て
い
た
．
そ
の
セ

ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
が
ア
ナ
ト
リ
ア
に
進
出
す
る
と
、

脅
成
を
感
じ
た
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
は
ロ
ー
マ
教
皇

ウ
ル
バ
ヌ
ス
２
世
に
救
援
を
求
め
た
。
こ
れ
を

受
け
た
教
皇
は
１
０
９
５
年
、ク
レ
ル
モ
ン
の
公

会
議
を
開
い
て
十
字
軍
遠
征
を
提
唱
。
こ
の
呼

び
か
け
に
応
え
た
諸
侯
や
騎
士
た
ち
か
ら
な
る

第
「
回
十
字
軍
が
翌
９６
年
に
出
発
し
、
以
後
約

２
世
紀

に
わ
た
る
十
字
軍
遠
征
が
開
始
さ
れ

た
。
聖
地
奪
還
と
り
つ
大
義
の
下
に
集
ま
っ
た

十
字
軍
だ
が
、
東
西
両
教
会
統

一
を
目
ざ
す
教

皇
や
、
武
勲
や
戦
利
品
を
狙
っ
た
諸
侯
や
騎
士
、

商
業
権
拡
大
を
も
く
ろ
む
商
人
な
ど
、
当
初
か

ら
関
係
者
の
思
惑
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
つ
た
。

第
１
回
十
字
軍
は
１
０
９
９
年
に
聖
地
奪
還

を
遂
げ
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
を
建
設
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
が
勢
力

を
盛
り
返
し
て
き
た
た
め
、
一弗
２
回
十
字
軍
が

遠
征
を
行
う
が
失
敗
。
ま
た
、
ア
イ
ユ
ー
フ
朝
の

サ
ラ
ー
フ
＝
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
サ
ラ
デ
ィ
‘

に
よ

っ
て
エ
ル
サ
レ
ム
が
奪
わ
れ
る
と
三
た
び
十
字

コンスタンティ

教皇インノケンティ
十字軍では、資金を
の思惑により、コンラ
ラテン帝国が建設さ

ハ ッティンの 戦 い 1187年

アイユーブ朝を建てたクルド人

のサラーフ=アッディーン (サラ

ディン)が、十字軍を破る。これ

によりエルサレムを十字軍から

奪い返す。



第 2回 1147～49年
フランス王ルイ7世、神
聖□―マ皇帝コンラー
ト3世が参カロ。内部対立
で失敗。
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教皇ウルバヌス2世が招集した会議で、教

董馨霧鉗鴇魃鯰蹴 SI警 場

十字軍の騎士

教皇権の

衰退

還の必要性を説き、熱狂的な支持を得た。
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第3回 1189～92年
神聖□―マ皇帝フリードリヒ1世

(赤ひげ王 )、 フランス王フィリッ

プ2世 (尊厳王 )、 イギリス王リチ
ャード1世 (獅子心王)らが参加。

NASA's Earth Observatory
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,チュニスに侵攻したが、1・■

|フランス王ルイ9世が病 :
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12世紀にノルマンディー公国の騎士たち
が建国したシチリア王国では、∃―ロッパと

イスラームが融合した高度な文化が花開い

た。神聖□―マ皇帝も兼ねた王フリードリヒ

2世は、宗教的寛容と高い学識の持ち主で、
第5回十字軍でイスラーム教徒との交渉に
よって聖地を回復させた。

軍
が
招
集
さ
れ
た
。
こ
の
第
３
回
十
字
軍
で
は

イ
ギ
リ
ス
王
リ
チ
ャ
ー
ド
ー
世

（獅
子
心
王
）
が

サ
ラ
ー
フ
＝
ア
ヱ
万
１
ン
と
講
和
し
、
巡
礼
者
の

安
全
だ
け
は
確
保
さ
れ
た
。

十
字
軍
の
失
敗
と

中
世
封
建
社
会
の
動
揺

こ
の
第
３
回
を
頂
点
に
、
そ
の
後
の
十
字
軍

は
劣
勢
に
転
じ
た
。
と
く
に
第
４
回
十
字
軍
は

ヴ
平
不
ツ
ィ
ア
商
人
に
利
用
さ
れ
、
ビ
ザ

ンヽ
ツ
帝

国
の
首
都
Ｐ
／
ス
タ
ン
テ
４
ノ
ー
プ
ル
を
占
領
し

て
ラ
テ
ン
帝
国
を
建
て
る
な
ど
、
当
初
の
目
的

か
ら
逸
脱
し
た
。
そ
の
後
も
第
５
回
十
字
軍
で

一
時
聖
地
を
回
復
し
た
も
の
の
長
続
き
せ
ず
、

１
２
９
１
年
に
ア
ッ
ヨ
ン
が
陥
落
し
、
十
字
軍
は

結
局
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

十
字
軍
の
失
敗
に
よ
り
、
教
皇
の
権
威
が
失

墜
し
た
ほ
か
、
参
加
し
た
諸
侯
や
騎
士
の
多
く

が
没
落
し
、
中
世
封
建
社
会
を
揺
る
が
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。　
一
方
、
兵
士
の
輸
送
な
ど
を

行
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
港
湾
諸
都
市
の
商
人
た
ち

は
、
そ
の
後
、
地
中
海
を
経
由
し
た
東
方
交
易

を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

王権の  商人の台頭
強大化  都市の発達

□
十
字
軍
の
遠
征

第 6回 1248～54年
教皇の信任厚いフラン
ス王ルイ9世がエジプ
トに侵攻するも失敗。

テンプル騎士団の十字
テンプル騎士団は、十字軍がつくつたエル

サレム王国などの聖地国家で巡礼者の警

護にあたつた騎士団。現金の輸送や銀行
なども行つたため、その財力に目をつけ

たフランス王フィリップ4世によつて解散させられた。
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東西両教会の統一で主導権を握る

dEF詈署ヨrT■b武勲や戦利品、新たな領地の獲得

GEIロ ロ)東方への商業圏拡大

C医IEコD贖罪や債務の帳消し
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